The Shinko-Festival and Emergence of Miko : “What is Miko” by 堀岡, 喜美子
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
二
七
は
じ
め
に
　
柳
田
國
男
は
大
正
二
年
、
自
ら
が
創
刊
し
た
雑
誌
『
郷
土
研
究
（
（
（
』
に
連
載
し
た
「
巫
女
考
」
第
一
編
「
ミ
コ
と
云
う
語
」
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
自
分
の
生
國
播
磨
な
ど
で
は
、
ミ
コ
と
稱
す
る
二
種
類
の
婦
人
が
あ
る
。
其
一
は
稍
ゝ
大
な
る
神
社
に
附
属
し
て
其
舊
境
内
に
居
住
し
、
例
祭
の
節
は
必
ず
神
幸
の
行
列
に
加
わ
る
の
み
な
ら
ず
、
神
前
に
鈴
を
振
っ
て
歌
舞
を
奏
し
、
又
湯ゆ
立だて
の
神
事
に
関
與
す
る
者
で
あ
る
。
普
通
は
尊
敬
し
て
ミ
コ
ハ
ン
（
巫
様
（
と
呼
ぶ
が
、
ミ
コ
と
謂
っ
て
も
亦
通
用
す
る
。
今
一
種
の
ミ
コ
は
或
は
又
タ
ゝ
キ
ミ
コ
と
も
口くち
寄よせ
と
も
云
う
、
（『
定
本
柳
田
國
男
集　
第
九
巻
』（
新
装
版
（、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
（
柳
田
は
己
の
周
辺
の
ミ
コ
と
称
さ
れ
る
女
性
か
ら
、「
巫
女
（
ミ
コ
（」
に
は
「
神
　
柳
田
國
男
が
「
巫
女
考
」
に
お
い
て
巫
女
を
「
神
社
ミ
コ
」
と
「
口
寄
ミ
コ
」
に
分
類
し
て
以
来
、
多
く
の
先
人
に
よ
っ
て
膨
大
と
い
え
る
巫
女
の
研
究
が
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
「
巫
女
」
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
の
論
究
は
乏
し
く
、
神
話
世
界
の
女
神
な
ど
も
「
巫
女
」
と
み
な
し
、
現
実
社
会
に
生
き
た
巫
女
の
本
質
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
史
料
上
、
古
代
律
令
社
会
に
は
「
巫
女
」
の
語
は
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
ず
、
十
二
世
紀
初
頭
よ
り
祭
礼
神
幸
記
録
に
巫
女
が
現
出
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
を
手
掛
か
り
に
「
巫
女
」
の
実
像
を
探
求
し
た
結
果
、「
巫
女
」
と
は
院
政
期
に
お
い
て
、
宮
廷
神
事
の
神
社
移
行
に
伴
い
誕
生
し
た
呪
術
的
女
性
祭
祀
者
で
あ
り
、
宮
廷
女
性
祭
祀
者
で
あ
る
御
巫
の
代
理
的
存
在
で
あ
る
可
能
性
を
見
出
し
た
。
ま
た
、
祭
礼
神
幸
に
お
け
る
巫
女
の
役
割
は
呪
術
性
と
美
麗
な
様
相
を
も
っ
て
、
祭
礼
神
幸
が
内
包
す
る
民
衆
騒
擾
を
抑
制
し
、
か
つ
、
神
幸
の
カ
タ
ル
シ
ス
役
割
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド　
祭
礼
神
幸
、
巫
女
の
現
出
、
宮
廷
祭
祀
、
御
巫
、
白
河
院
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
─
「「
巫
女
」
と
は
何
か
」
を
め
ぐ
っ
て
の
一
考
─
堀
岡
喜
美
子
論
　
文〔抄
　
録
〕
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
（
一
二
八
社
ミ
コ
」
と
「
口
寄
ミ
コ
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
巫
女
の
呼
称
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
網
羅
的
で
は
あ
る
が
、
各
地
の
事
例
を
引
き
つ
つ
地
域
や
時
代
に
よ
る
相
違
、
す
な
わ
ち
多
様
性
を
詳
細
に
記
述
し
今
日
に
お
い
て
も
巫
女
研
究
の
重
要
な
指
標
と
な
っ
て
い
る
。
柳
田
は
さ
ら
に
「
巫
女
考
」
の
補
足
的
一
文
と
し
て
大
正
六
年
に
「
玉
依
姫
考
」、
大
正
十
四
年
に
は
「
妹
の
力
」
を
発
表
す
る
。
柳
田
の
こ
れ
ら
の
論
考
は
巫
女
研
究
の
貴
重
な
礎
・
財
産
で
あ
り
、
そ
の
後
の
巫
女
研
究
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
柳
田
以
降
、
巫
女
研
究
は
民
俗
学
を
は
じ
め
文
化
人
類
学
、
歴
史
学
、
女
性
史
、
宗
教
学
な
ど
多
分
野
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
、
近
年
、
地
域
性
は
も
と
よ
り
歴
史
上
に
お
け
る
巫
女
の
様
相
の
解
明
が
大
き
く
進
展
し
、
そ
の
多
様
性
が
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
田
が
提
唱
し
た
「
二
種
」
の
ミ
コ
に
つ
い
て
、
そ
の
関
係
性
や
社
会
的
役
割
の
相
違
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
今
後
さ
ら
に
巫
女
の
変
容
と
歴
史
上
に
お
け
る
巫
女
の
存
在
様
態
の
厳
格
で
精
緻
な
解
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
解
明
に
あ
た
っ
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
「
巫
女
」
の
明
確
な
定
義
で
あ
る
。
柳
田
以
降
、
民
俗
学
、
歴
史
学
等
の
分
野
を
問
わ
ず
多
く
の
研
究
者
が
「
二
種
」
の
分
類
に
関
係
な
く
、
神
や
精
霊
と
の
介
在
者
と
し
て
託
宣
や
時
に
は
呪
詛
な
ど
を
行
い
得
る
女
性
宗
教
者
は
も
と
よ
り
、
単
に
呪
術
性
を
帯
び
た
と
み
な
さ
れ
る
女
性
全
般
を
「
巫
女
」
と
総
称
し
、「
巫
女
」
は
学
術
用
語
（
タ
ー
ム
（
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
「
巫
女
」
の
定
義
の
曖
昧
さ
は
神
話
世
界
の
女
神
や
神
功
皇
后
、
女
王
の
卑
弥
呼
な
ど
も
「
巫
女
」
と
認
識
さ
れ
、
現
実
社
会
に
生
き
た
巫
女
の
本
質
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
う
危
険
性
を
孕
み
、
溝
口
睦
子
は
「
巫
女
」
と
い
う
用
語
の
徹
底
的
な
再
検
討
の
必
要
性
を
問
い
（
（
（
、
ま
た
、
小
平
美
香
は
女
性
神
職
者
と
の
相
違
の
明
確
化
か
ら
「
巫
女
」
の
定
義
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
（
（
。
し
か
し
な
が
ら
「
巫
女
」
と
は
何
か
」、
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
論
考
は
未
だ
み
ら
れ
な
い
。
　
一
方
、「
巫
女
」
と
い
う
語
を
史
料
上
か
ら
俯
瞰
す
る
と
、
管
見
の
限
り
古
代
律
令
社
会
か
ら
平
安
中
期
の
文
献
史
料
に
は
表
れ
ず
、
ま
た
十
世
紀
に
編
ま
れ
た
辞
書
『
和
妙
類
聚
抄
』
に
は
「
巫
女
」
は
記
さ
れ
ず
、「
巫
覡
」
が
男
女
の
巫
お
よ
び
祝
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
二
世
紀
に
入
り
『
中
右
記
』
や
『
山
槐
記
』
と
い
っ
た
貴
族
に
よ
る
日
記
類
を
は
じ
め
、
鳥
羽
上
皇
の
命
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
本
朝
世
紀
』
な
ど
の
記
録
に
は
「
巫
女
」
と
表
記
さ
れ
る
人
物
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
様
相
は
明
ら
か
に
「
巫
覡
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
　
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
十
二
世
紀
初
頭
に
表
れ
る
祭
礼
神
幸
で
の
巫
女
の
姿
で
あ
る
。
史
料
上
、
神
幸
の
巫
女
記
録
は
他
の
事
柄
記
録
に
先
行
し
、
巫
女
の
原
初
的
な
存
立
状
況
と
す
る
推
測
も
可
能
で
あ
り
、「
巫
女
」
と
は
何
か
」
を
追
究
す
る
上
で
重
要
な
基
軸
と
な
る
と
考
え
る
。
　
本
稿
の
目
的
は
以
上
の
問
題
意
識
よ
り
、
神
幸
に
お
け
る
巫
女
の
記
録
が
確
認
で
き
た
祇
園
御
霊
会
、
宇
治
離
宮
祭
、
春
日
若
宮
お
ん
祭
、
お
よ
び
城
南
宮
祭
、
法
性
寺
惣
社
神
事
の
五
例
の
内
、
早
期
の
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
定
史
料
検
索
が
可
能
な
先
の
三
社
祭
に
つ
い
て
社
や
祭
礼
神
幸
の
歴
史
を
検
証
し
、
巫
女
の
現
出
と
ど
の
よ
う
な
関
係
性
が
あ
る
の
か
を
追
究
す
る
。
そ
の
上
で
可
能
な
限
り
巫
女
の
歴
史
と
出
自
に
つ
い
て
も
検
証
し
、「
巫
女
」
と
は
何
か
」
の
解
明
の
糸
口
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
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一
二
九
第
一
章　
祇
園
社
の
巫
女
第
一
節　
祇
園
御
霊
会
の
歴
史
と
白
河
院
　
祇
園
御
霊
会
（
以
下
、
祇
園
会
と
す
る
（
神
幸
に
お
け
る
巫
女
の
記
録
が
次
の
『
中
右
記
（
（
（
』
大
治
二
年
（
一
一
二
七
（
六
月
十
四
日
条
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
巫
女
参
列
記
録
の
初
見
で
も
あ
る
。
祇
園
御
霊
會
、
四
方
殿
上
人
、
馬
長
、
童
、
巫
女
、
種
女
、
田
楽
各
數
百
人
、
此
外
祇
園
所
司
僧
随
身
數
十
人
兵
供
奉
、
舞
人
十
人
、
使
乗
唐
鞍
、
凡
天
下
過
差
不
可
勝
計
、
金
銀
錦
繡
風
流
美
麗
不
可
記
盡
、
両
院
於
按
察
中
納
言
三
条
室
町
棧
敷
御
見
物
云
々
、
四
方
殿
上
人
に
よ
る
馬
長
を
は
じ
め
、
童
、
巫
女
、
田
楽
法
師
等
が
何
百
人
も
列
を
な
し
、
筆
者
藤
原
宗
忠
は
「
凡
天
下
過
差
不
可
勝
計
、
金
銀
錦
繡
風
流
美
麗
不
可
記
盡
」
と
書
き
記
し
、
そ
の
豪
華
で
美
麗
な
様
相
に
い
た
く
感
嘆
し
て
い
る
。
　
祇
園
会
の
神
幸
に
関
す
る
他
の
記
録
は
、『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
（
九
九
九
（
六
月
十
四
日
条
、『
小
右
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
（
六
月
十
四
日
条
、
『
中
右
記
』
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
（
六
月
十
四
日
条
な
ど
に
も
あ
る
が
巫
女
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
大
治
二
年
の
直
近
記
録
が
『
永
昌
記
』
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
（
六
月
十
四
日
条
で
、「
院
召
次
百
余
人
騎
馬
行
列
、
又
稱
舞
人
之
駕
車
参
向
、
束
帯
五
位
兩
三
扈
従
、
此
外
如
例
云
々
」
と
記
さ
れ
、
百
余
人
も
の
騎
馬
行
列
や
舞
人
に
よ
る
華
や
か
な
祭
礼
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
巫
女
の
記
述
は
な
い
。
　
で
は
、
祇
園
会
神
幸
に
巫
女
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
参
列
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
祇
園
会
の
歴
史
を
概
観
し
巫
女
と
の
接
点
を
探
っ
て
み
た
い
。
　
史
料
上
に
お
け
る
御
霊
会
の
初
見
記
録
が
『
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
（
八
六
三
（
五
月
二
十
日
条
で
あ
り
、
神
泉
苑
に
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
が
、
当
時
の
平
安
京
は
疫
病
の
流
行
や
怨
霊
の
跋
扈
と
い
っ
た
悪
霊
に
よ
る
と
さ
れ
た
状
況
が
相
次
ぎ
、
御
霊
会
は
こ
う
し
た
悪
霊
を
鎮
め
、
退
散
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
祭
で
あ
り
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
。
祇
園
社
で
の
御
霊
会
が
い
つ
頃
か
ら
行
な
わ
れ
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
日
本
紀
略
』
天
延
三
年
（
九
七
五
（
六
月
一
五
日
条
に
は
「
被
奉
走
馬
并
敕
楽
東
遊
御
幣
等
感
神
院
、
是
則
去
年
秋
依
疱
瘡
御
腦
有
此
御
願
」
と
あ
り
、
ま
た
、
長
保
元
年
（
九
九
九
（
に
は
「
祇
園
天
神
会
」
の
名
称
が
見
え
、「
雑
芸
者
」
の
「
旡
骨
」
な
る
者
が
祇
園
社
頭
に
「
大
嘗
会
乃
標
」
を
渡
そ
う
と
し
て
藤
原
道
長
に
よ
っ
て
制
止
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
都
市
民
た
ち
は
そ
の
た
め
に
、「
天
神
」
が
大
憤
怒
し
内
裏
の
全
焼
や
異
常
気
候
な
ど
異
変
が
生
じ
た
と
恐
怖
し
、「
天
神
」
を
鎮
め
る
た
め
、
祇
園
社
の
御
霊
会
を
自
ら
を
守
る
た
め
自
ら
が
参
加
す
る
祭
と
し
て
位
置
付
け
る
よ
う
に
な
り
、
田
楽
運
動
と
の
連
動
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
（
（
（
。
　
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
（
に
起
き
た
永
長
の
大
田
楽
は
、
松
尾
祭
中
止
の
命
令
に
反
発
し
た
民
衆
が
自
主
的
に
童
謡
を
歌
い
田
楽
を
敢
行
し
な
が
ら
祇
園
会
を
め
ざ
し
、
貴
人
、
賤
民
を
問
わ
ず
未
曾
有
の
人
々
が
熱
狂
し
た
田
楽
運
動
で
あ
り
、
そ
の
後
も
祇
園
会
を
契
機
に
田
楽
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
白
河
院
は
永
長
元
年
を
機
に
積
極
的
に
祇
園
会
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
事
実
上
の
主
催
者
と
な
り
、
次
々
と
改
革
を
試
み
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
（
に
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
、
殿
上
人
に
馬
長
の
騎
進
を
命
じ
る
こ
と
と
な
る
（
（
（
。
　
祇
園
会
は
こ
う
し
た
歴
史
を
経
つ
つ
巫
女
が
神
幸
に
参
列
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
い
つ
頃
か
ら
か
は
不
明
で
あ
る
。
脇
田
氏
は
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
（
一
三
〇
た
巫
女
の
姿
な
ど
を
参
考
に
「
神
輿
に
神
が
乗
っ
て
遊
幸
す
る
以
上
、
神
の
託
宣
を
聞
く
べ
き
巫
女
が
付
き
添
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
（
（
」
と
述
べ
、
神
輿
の
先
導
が
神
社
巫
女
の
役
割
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
後
述
す
る
が
祇
園
社
に
は
十
一
世
紀
後
半
に
は
巫
女
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
、
も
し
巫
女
の
使
命
が
神
輿
の
先
導
で
あ
れ
ば
、
十
一
世
紀
後
半
よ
り
巫
女
は
神
幸
に
参
列
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
姿
は
記
録
に
な
く
、
ま
た
、『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
巫
女
は
必
ず
し
も
神
輿
を
先
導
し
て
い
る
と
は
見
え
な
い
。
　
記
録
に
無
い
こ
と
が
参
列
し
て
い
な
い
証
左
で
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
や
や
乱
暴
で
は
あ
る
が
、
大
治
二
年
の
巫
女
の
記
録
に
こ
だ
わ
り
論
を
進
め
て
行
き
た
い
。
す
な
わ
ち
白
河
院
の
祇
園
会
へ
の
強
力
な
関
与
、
天
治
元
年
以
降
の
大
幅
な
再
編
の
下
で
巫
女
が
参
列
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
戸
田
芳
実
氏
は
、「
永
長
の
大
田
楽
」
を
「
荘
園
体
制
確
立
期
の
宗
教
的
民
衆
運
動
」
と
捉
え
、
白
川
院
の
愛
娘
皇
女
媞
子
が
大
田
楽
を
こ
と
に
好
ん
だ
た
め
院
が
そ
の
中
心
を
な
し
、
か
つ
、
媞
子
が
早
逝
し
た
こ
と
よ
り
『
中
右
記
』
の
記
録
な
ど
か
ら
、
貴
族
た
ち
が
民
衆
の
田
楽
運
動
を
政
治
的
凶
事
の
前
兆
と
み
て
恐
怖
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
大
田
楽
以
降
、
民
衆
の
田
楽
は
「
下
人
濫
行
」
と
結
び
つ
き
、
長
治
二
年
（
一
一
〇
五
（
の
祇
園
御
霊
会
で
は
、
相
論
に
よ
り
下
人
が
抜
刀
し
検
非
違
使
が
逮
捕
し
よ
う
と
し
た
が
、
多
数
の
神
人
の
抵
抗
に
遭
い
遁
走
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
（
（
。
　
五
味
文
彦
氏
は
戸
田
氏
の
論
を
受
け
つ
つ
、
さ
ら
に
天
永
二
年
（
一
一
一
一
（
に
は
祇
園
神
人
と
検
非
違
使
と
の
訴
訟
、
永
久
二
年
（
一
一
一
四
（
の
祇
園
神
輿
迎
の
日
に
は
使
庁
に
よ
っ
て
「
濫
悪
」
の
輩
が
取
締
り
を
受
け
、
保
安
三
年
（
一
一
二
二
（
に
は
神
人
が
濫
行
を
な
し
禁
獄
さ
れ
て
い
る
旨
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
「
濫
行
」「
濫
悪
」
を
武
力
を
も
っ
て
対
応
で
き
る
権
力
、
す
な
わ
ち
院
権
力
が
登
場
し
た
と
分
析
し
、
そ
の
う
え
で
白
河
院
は
天
治
元
年
（
一
一
二
四
（
に
祇
園
会
の
再
編
、
す
な
わ
ち
馬
長
の
諸
所
殿
上
人
調
達
体
制
を
成
立
さ
せ
、
馬
長
を
院
権
力
の
象
徴
と
し
田
楽
な
ど
と
は
別
部
隊
を
形
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
（
（
（
。
　
確
か
に
祇
園
会
の
再
編
は
五
味
氏
が
主
張
し
て
い
る
と
お
り
、
武
力
権
力
を
誇
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、
先
の
『
中
右
記
』
の
記
録
に
あ
る
よ
う
に
「
金
銀
錦
繡
風
流
美
麗
」
が
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
れ
は
カ
タ
ル
シ
ス
役
割
（
（1
（
の
強
化
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
当
時
の
人
々
の
呪
術
信
仰
状
況
を
考
え
る
な
ら
、
民
衆
騒
擾
、「
濫
行
」
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
祭
礼
神
幸
を
呪
術
性
の
強
い
内
容
と
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
対
応
が
巫
女
の
神
幸
へ
の
参
列
で
あ
っ
た
と
見
る
の
は
、『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
黒
馬
に
騎
乗
し
た
美
麗
で
風
流
な
巫
女
の
姿
か
ら
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
神
と
の
繋
が
り
を
持
つ
と
さ
れ
る
美
麗
で
神
秘
的
な
巫
女
の
存
在
は
、
神
の
存
在
を
信
じ
る
当
時
の
人
々
を
大
い
に
慰
撫
し
畏
敬
の
念
を
彷
彿
と
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
し
、
荘
園
制
度
の
変
革
に
伴
う
諸
矛
盾
に
抗
し
荒
れ
狂
う
民
衆
の
心
情
を
鎮
め
る
「
力
」
と
な
り
、
白
河
院
は
武
力
の
剛
と
巫
女
の
柔
、
双
方
の
効
果
を
目
的
と
し
祇
園
会
の
再
編
を
行
っ
た
と
考
え
る
。
第
二
節　
白
河
院
と
巫
女
の
現
出
　
で
は
、
祇
園
社
と
巫
女
、
そ
し
て
白
河
院
と
は
ど
の
よ
う
な
繋
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
祇
園
社
関
連
史
料
（
（（
（
か
ら
巫
女
の
現
出
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
三
一
　
次
史
料
は
、
元
亮
三
年
（
一
三
二
三
（、
当
時
の
祇
園
社
務
執
行
晴
顯
が
記
し
た
「
社
家
条
々
記
録
晴
顯
自
筆
記
案
（
（1
（
」
の
一
部
で
あ
る
。
　
　
陽
成
院
御
宇
當
社
始
而
被
成　
勅
願
之
社
濫
觴
者
、
元
慶
元
年
疾
疫
痘
瘡
赴
于
天
下
、
貴
賤
于
方
術
、
神
祇
官
（
中
略
（
同
三
年
、
感
之
餘
被
寄
附
堀
河
十
二
町
云
、
以
流
爲
神
領
敷
地
、
以
材
木
商
人
等
被
補
神
人
、
左
右
方
三
百
六
十
人
是
〇
初
神
領
根
本
神
人
也
、
但
此
内　
白
河
院
御
宇
承
暦
年
中
、
左
右
方
各
廿
人
被
寄
附
法
勝
寺
號
寄
人
、
雖
然
於
下
地
者
、
爲
社
家
進
止
之
、
（
中
略
（
同
四
年
自
二
月
一
日
至
于
七
日
局
行
神
事
、
感
之
餘
自
大
内
被
移
行
當
社
以
降
、
洛
中
白
河
男
女
八
乙
女
等
悉
以
爲
當
社
本
所
随
來
社
家
之
所
勘
者
也
、
同
年
以
洛
中
白
河
辻
職
餅
菓
子
上
分
、
被
定
七
月
七
日
御
節
句
（
料
（
爲
當
社
巫
女
右
方
四
座
一
相
傳
奉
行
之
、

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
（
　
中
盤
ま
で
の
内
容
は
、
陽
成
院
御
時
の
元
慶
元
年
（
八
七
七
（
に
疾
疫
疱
瘡
除
却
の
功
績
に
よ
り
祇
園
社
が
創
建
さ
れ
、
元
慶
三
年
（
八
七
九
（
に
そ
の
褒
賞
と
し
て
堀
河
十
二
町
を
神
領
と
し
て
下
賜
さ
れ
、
ま
た
、
こ
こ
で
の
材
木
商
人
等
三
百
六
十
人
が
神
人
と
し
て
認
め
ら
、
こ
れ
が
神
領
と
神
人
の
起
源
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
但
此
内　
白
河
院
御
宇
承
暦
年
中
」
に
神
人
の
左
右
方
各
廿
人
を
寄
人
と
し
て
法
勝
寺
に
寄
附
し
、
永
治
年
中
に
は
日
吉
社
へ
神
人
を
数
人
寄
附
す
る
内
容
へ
と
続
く
。
　
文
中
、
巫
女
に
直
接
関
わ
る
内
容
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
「
同
四
年
」
以
下
の
文
言
で
あ
り
、
先
の
白
河
院
に
関
す
る
記
事
と
の
連
続
性
の
有
無
で
あ
る
。
局
行
神
事
を
内
裏
よ
り
祇
園
社
に
移
行
す
る
際
、
洛
中
白
河
の
男
女
八
乙
女
の
多
く
を
祇
園
社
社
家
に
随
従
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
ま
た
同
年
、
白
河
で
の
辻
職
の
餅
菓
子
上
分
（
得
分
（
が
七
月
七
日
の
節
句
の
費
用
と
し
て
巫
女
右
方
四
座
の
一
臈
に
代
々
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
脇
田
氏
は
こ
れ
ら
の
内
容
は
「
座
々
の
商
人
が
神
人
と
な
っ
て
奉
仕
を
し
て
、
特
権
を
獲
得
す
る
と
い
う
起
源
を
示
す
説
話
と
い
え
よ
う
（
（1
（
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
が
、
局
行
神
事
は
祇
園
社
に
と
っ
て
重
要
な
神
事
で
あ
り
多
数
の
左
右
の
座
の
巫
女
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
辻
職
以
下
の
「
巫
女
右
方
四
座
」
か
ら
も
こ
こ
で
の
八
乙
女
の
記
録
は
単
な
る
説
話
で
は
な
く
、
巫
女
の
出
自
に
関
す
る
重
要
な
意
味
を
も
つ
内
容
で
あ
る
と
も
示
唆
さ
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、「
同
四
年
」
以
下
の
内
容
が
は
た
し
て
陽
成
天
皇
時
代
の
元
慶
四
年
の
事
柄
で
あ
る
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
先
に
の
べ
た
「
白
河
院
」
か
ら
の
連
続
と
理
解
す
る
か
で
あ
る
。
　
ま
ず
局
行
神
事
の
内
裏
か
ら
祇
園
社
へ
の
移
行
に
つ
い
て
だ
が
、
局
行
神
事
と
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
法
華
八
講
五
巻
読
経
と
宮
廷
で
の
初
祝
神
事
で
あ
る
女
踏
歌
を
合
わ
せ
巫
女
が
中
心
に
行
う
神
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
陽
成
天
皇
時
代
以
前
に
宮
廷
祭
儀
を
ま
と
め
た
『
貞
観
儀
式
』、
そ
の
後
の
『
延
喜
式
』
に
も
局
行
神
事
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
西
口
順
子
氏
は
女
人
成
仏
を
説
く
法
華
八
講
五
巻
読
経
が
、
女
性
の
供
養
と
し
て
貴
族
間
に
一
般
化
さ
れ
る
の
は
院
政
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
（1
（
。
さ
ら
に
中
本
真
人
氏
は
宮
廷
神
事
、
御
神
楽
が
神
社
に
移
行
、
伝
播
し
巫
女
の
参
入
が
認
め
ら
れ
る
の
も
院
政
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
（
（1
（
。
し
た
が
っ
て
局
行
神
事
と
は
院
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
（
一
三
二
政
期
に
お
い
て
、
宮
廷
の
女
官
や
女
房
の
居
場
所
で
あ
っ
た
「
局
」
を
基
に
、
八
乙
女
（
巫
女
（
に
よ
る
踏
歌
神
事
を
仏
教
色
の
強
か
っ
た
祇
園
社
に
移
行
せ
ん
が
た
め
に
、
当
時
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
っ
た
女
性
供
養
の
法
華
八
講
五
巻
読
経
を
付
加
し
、
祇
園
社
独
自
の
神
事
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
局
行
神
事
と
し
「
局
」
と
付
く
名
称
は
、
八
乙
女
（
巫
女
（
の
出
自
が
宮
廷
の
女
官
や
女
房
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
証
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
　
次
に
「
洛
中
白
河
男
女
八
乙
女
」
の
吟
味
だ
が
、「
洛
中
白
河
」
と
は
正
確
に
は
「
洛
中
」
で
は
な
い
が
、
白
河
天
皇
が
法
勝
寺
を
建
て
た
白
河
の
地
で
現
在
の
京
都
岡
崎
公
園
周
辺
に
相
違
な
い
だ
ろ
う
。
法
勝
寺
は
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
（
に
造
営
が
始
ま
り
、
承
暦
元
年
（
一
〇
七
七
（
に
金
堂
等
の
完
成
供
養
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
鐘
楼
や
南
大
門
等
多
く
の
関
連
建
造
物
が
造
ら
れ
壮
大
な
法
勝
寺
を
造
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
白
河
の
地
に
は
九
世
紀
半
ば
に
藤
原
良
房
が
別
邸
を
構
え
、
延
久
六
年
（
一
〇
七
四
（
に
藤
原
師
実
に
よ
っ
て
白
河
天
皇
に
献
上
さ
れ
て
い
る
（
（1
（
。
九
世
紀
半
ば
よ
り
別
邸
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、
元
慶
四
年
（
八
八
〇
（
に
別
邸
の
八
乙
女
等
が
祇
園
社
に
隷
従
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
「
悉
」
と
し
た
表
現
か
ら
む
し
ろ
、
師
実
が
白
河
天
皇
に
別
邸
を
献
上
し
た
際
の
従
者
た
ち
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
太
政
大
臣
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
い
、
白
河
天
皇
の
厚
い
信
を
受
け
、
ま
た
歌
、
雅
楽
に
も
精
通
し
た
師
実
の
広
大
な
別
邸
に
は
、
宮
廷
行
事
に
関
わ
っ
た
女
官
や
女
房
、
内
教
坊
の
妓
女
や
歌
舞
教
習
を
経
験
し
た
従
者
が
多
数
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
く
、
か
れ
ら
は
別
邸
献
上
と
同
時
に
失
職
す
る
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
「
同
三
年
」
に
「
白
河
院
御
宇
承
暦
年
中
、
左
右
方
各
廿
人
被
寄
附
法
勝
寺
號
寄
人
」
と
あ
り
、
祇
園
社
は
白
河
天
皇
の
承
暦
年
中
（
一
〇
七
七
～
一
〇
八
〇
（
に
法
勝
寺
へ
四
十
人
の
神
人
を
寄
附
し
て
い
る
。「
同
四
年
」
を
「
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
（
と
す
る
な
ら
ば
別
邸
の
従
者
た
ち
の
祇
園
社
へ
の
移
行
は
別
邸
廃
止
に
伴
う
措
置
で
、
神
人
の
寄
附
は
「
白
河
男
女
八
乙
女
」
と
の
交
換
で
あ
っ
た
と
す
る
推
測
が
可
能
で
あ
る
。
法
勝
寺
建
造
に
は
多
く
の
材
木
と
職
人
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
も
、
材
木
商
神
人
を
多
く
抱
え
た
祇
園
社
と
白
河
院
は
ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の
関
係
で
あ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
　
次
に
「
同
年
以
洛
中
白
河
辻
職
」
以
下
の
文
言
に
つ
い
て
だ
が
、
脇
田
氏
は
「
菓
子
上
分
」
と
す
る
「
営
業
税
徴
収
」
が
京
都
市
中
に
成
立
す
る
の
は
源
平
動
乱
期
で
あ
り
、
こ
の
記
述
は
商
工
業
を
営
む
座
々
の
商
人
が
神
人
と
な
っ
て
特
権
を
獲
得
す
る
起
源
を
示
す
説
話
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
の
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
翻
っ
て
い
え
ば
「
同
年
」
の
理
解
が
「
承
暦
」
と
す
る
な
ら
ば
、
源
平
動
乱
期
よ
り
早
期
で
は
あ
る
が
そ
れ
ほ
ど
の
齟
齬
な
く
神
人
と
巫
女
と
の
関
係
を
示
す
事
実
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
さ
ら
に
祇
園
社
と
白
河
院
と
の
関
係
を
み
る
と
、
白
河
院
か
ら
承
徳
年
中
（
一
〇
九
七
～
一
〇
九
九
（
に
、
丹
波
国
波
々
伯
部
保
、
近
江
国
守
富
保
、
同
国
坂
田
保
、
備
後
国
小
童
保
の
四
ヵ
保
を
神
供
料
所
（
社
領
（
と
し
て
寄
附
さ
れ
て
い
る
（
（1
（
。
こ
の
四
保
が
祇
園
社
に
と
っ
て
重
要
な
社
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
多
く
の
祇
園
社
関
連
史
料
か
ら
窺
え
、
白
河
院
と
祇
園
社
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
　
以
上
、「
同
四
年
」
以
下
の
内
容
が
白
河
院
時
代
の
事
柄
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
推
論
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
白
河
か
ら
の
八
乙
女
た
ち
が
「
巫
女
」
と
し
て
祇
園
社
の
神
事
に
従
事
し
た
可
能
性
は
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
八
乙
女
た
ち
が
「
巫
女
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
三
三
た
の
は
、
宮
廷
祭
祀
を
主
る
呪
術
的
女
性
祭
祀
者
の
御
巫
（
ミ
カ
ン
コ
（
か
ら
、
祇
園
社
で
宮
廷
神
事
の
移
行
と
し
て
踏
歌
神
事
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
御
巫
の
「
巫
」
と
八
乙
女
の
「
女
」
を
接
合
し
た
の
で
は
な
い
か
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
節　
「
局
行
神
事
」
と
祇
園
社
巫
女
　
で
は
、「
局
行
神
事
」
と
は
ど
の
よ
う
な
神
事
で
あ
り
巫
女
の
様
相
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
同
じ
く
祇
園
社
関
連
史
料
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
　
次
は
、「
社
家
記
録
（
（1
（
」
正
平
七
年
（
一
三
五
二
（
二
月
四
日
～
七
日
条
の
「
局
行
神
事
」
の
記
録
で
あ
る
。
白
河
院
時
よ
り
時
代
は
下
る
が
神
事
と
巫
女
の
様
相
が
よ
く
分
か
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
局
頭
五
日　

局
行
五
巻
神
事
無
為
無
事
、
今
年
八
人
也
、（
渡
（
神
子
丗
五
（
八
（
人
美
女
八
人
六
日　

八
講
五
六
に
両
日
分
、
社
家
布
施
三
百
五
十
文
承
仕
持
來
之
、
五
十
文
不
足
、
子
細
同
前
、
　
　
一
昨
日
局
行
、
左
方
神
子
大
座
等
用
途
、
寄
肩
今
日
持
参
、
　
　
　
　
左
　
　
　
　
大
座
晝
御
神
楽
祝
布
施
五
百
文
、
酒
肴
三
百
文
未
進
、
七
日　
局
行
踏
歌
神
事
右
方
申
〇
、
無
為
無
事
、
四
座
一
向
無
之
二
座
三
人
、
美
女
一
人
、
三
座
老
病
之
上
不
涯
之
間
局
不
拵
、
五
座
三
人
美
女
一
人
、
六
座
一
人
美
女
一
人
、
七
座
四
人
、
美
女
一
人
　
　
　
　
　
已
上
神
子
十
一
人
、
美
女
四
人
　
こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
、
神
子
組
織
は
左
方
神
子
と
右
方
神
子
か
ら
な
り
左
方
八
座
三
十
八
人
、
右
方
七
座
十
一
人
と
そ
れ
ぞ
れ
美
女
（
使
女
（
八
人
、
四
人
の
大
所
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
神
事
の
内
容
は
五
日
「
局
行
五
巻
神
事
」
と
あ
り
法
華
八
講
の
五
巻
読
経
が
左
方
神
子
た
ち
に
よ
り
、
か
つ
七
日
に
は
「
局
行
踏
歌
神
事
」
が
右
方
神
子
た
ち
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
法
華
八
講
五
巻
読
経
は
竜
女
の
女
人
成
仏
に
関
す
る
仏
会
で
あ
り
、
女
性
で
あ
る
神
子
に
よ
る
法
会
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
見
え
る
。
ま
た
、
踏
歌
は
正
確
に
は
女
踏
歌
で
あ
り
、
宮
廷
に
お
い
て
正
月
十
六
日
に
行
わ
れ
た
初
祝
の
重
要
な
節
会
で
古
く
よ
り
神
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
次
第
に
饗
宴
と
し
て
の
色
合
い
が
強
く
な
り
、『
中
右
記
』
等
の
記
録
や
『
年
中
行
事
絵
巻
』
か
ら
も
、
内
教
坊
の
多
数
の
妓
女
に
よ
る
華
麗
な
歌
舞
が
中
心
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
法
華
八
講
五
巻
と
宮
廷
祭
事
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、「
局
行
踏
歌
神
事
」
は
明
ら
か
に
宮
廷
神
事
の
移
行
・
模
倣
で
あ
り
、「
社
家
条
々
記
録
」
の
内
裏
か
ら
の
移
行
と
す
る
内
容
は
、
単
な
る
説
話
で
は
な
く
事
実
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
祇
園
社
巫
女
の
そ
の
他
の
役
割
と
し
て
神
楽
奉
納
が
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た
記
録
は
多
く
無
い
が
、
正
平
七
年
十
一
月
十
二
日
条
に
「
午
日
御
神
楽
左
方
行
之
如
例
」、
応
永
五
年
（
一
三
七
二
（
二
月
二
十
九
日
条
に
「
将
軍
家
春
季
御
神
楽
料
足
（
中
略
（、
貮
貫
文
如
例
巫
女
ニ
下
向
」
と
あ
り
、
巫
女
が
御
神
楽
を
奏
し
多
額
の
御
神
楽
料
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
祇
園
社
巫
女
の
呪
術
的
行
為
の
記
録
は
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
（
正
月
二
十
六
日
条
（
（1
（
に
鳥
居
の
建
設
を
め
ぐ
っ
て
、「
於
大
方
殿
御
病
、
天
神
詫
（「
託
」
の
異
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
（
一
三
四
体
字
（
巫
女
被
仰
云
、
我
社
仁
無
鳥
居
、
可
被
造
」
と
あ
る
。
前
後
の
記
録
よ
り
将
軍
足
利
義
詮
の
母
堂
の
病
気
は
祇
園
社
に
鳥
居
が
無
い
か
ら
で
あ
る
、
と
巫
女
が
託
宣
し
た
こ
と
に
よ
り
、
祇
園
社
に
鳥
居
が
建
設
さ
れ
る
経
過
に
つ
い
て
の
記
録
の
よ
う
だ
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
披
見
で
き
ず
、
脇
田
氏
は
南
北
朝
時
代
、
執
行
の
母
親
の
病
気
祈
祷
に
町
中
の
民
間
神
子
が
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
巫
女
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
性
が
希
薄
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
が
（
11
（
、
祇
園
社
の
巫
女
は
春
日
社
や
日
吉
社
の
巫
女
と
く
ら
べ
、
先
の
出
自
の
推
測
か
ら
も
呪
述
性
の
弱
い
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
「
社
家
記
録
」
に
は
「
巫
女
」
で
は
な
く
「
神
子
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
年
十
一
月
二
十
五
日
条
で
は
「
右
方
御
神
楽
巫
女
公
事
用
途
二
座
」
と
あ
り
、
巫
女
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
他
の
巫
女
に
関
す
る
記
録
を
見
て
も
、
南
北
朝
以
降
は
神
子
や
御
子
と
い
っ
た
表
記
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
二
章　
宇
治
離
宮
祭
第
一
節　
宇
治
離
宮
祭
の
巫
女
　
祇
園
会
に
続
く
巫
女
の
神
幸
記
録
が
次
の
『
中
右
記
』
長
承
二
年
（
一
一
三
三
（
五
月
八
日
条
で
あ
る
。
今
日
宇
治
鎮
守
明
神
離
宮
祭
也
、
宇
治
邊
下
人
祭
之
、
未
時
許
行
向
平
等
院
透
廊
見
物
、
巫
女
馬
長
一
物
、
田
楽
散
楽
如
法
、
雑
藝
一
々
、
遊
客
不
可
勝
計
、
見
物
下
人
數
千
人
、
着
河
北
岸
小
舟
數
千
艘
、
如
竝
瓦
、
田
楽
法
師
原
其
興
無
極
、
笛
無
定
曲
、
任
口
笛
、
鼓
無
定
聲
、
任
手
打
、
鼓
笛
喧
嘩
、
人
驚
耳
目
、
神
輿
之
所
致
（
至
カ
（
如
在
禮
次
年
の
長
承
三
年
（
一
一
三
四
（
五
月
八
日
条
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
今
日
離
宮
祭
也
、
其
路
従
今
年
過
小
川
殿
門
前
、
仍
於
侍
所
桟
敷
見
物
、
左
右
競
馬
十
番
、
宇
治
竝
眞
皷
木
島
住
人
等
為
騎
乗
、
同
童
部
、
其
装
束
、
十
番
使
之
作
法
者
二
人
、
餝
馬
牽
馬
手
振
雑
色
如
常
也
、
神
輿
三
所
致
如
在
之
禮
、
巫
女
丗
餘
人
、
村
布
衣
騎
馬
者
數
十
人
、
或
束
帯
或
布
衣
者
は
不
知
何
方
（
萬
カ
（、
又
以
數
人
□
□
□
或
捧
幣
帛
之
者
、
或
帶
弓
箭
之
者
、
各
々
面
々
不
可
勝
計
田
楽
之
類
皷
笛
喧
嘩
、
巫
女
之
輩
衣
装
飛
揚
、
見
物
男
女
夾
道
無
隙
、
未
時
許
渡
了
、
於
本
社
有
競
馬
、
供
神
膳
云
々
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
（
の
祇
園
会
よ
り
六
・
七
年
後
の
宇
治
平
等
院
離
宮
祭
の
様
子
で
あ
る
が
、
祇
園
会
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
豪
華
な
内
容
で
あ
る
。
巫
女
・
馬
長
・
一
物
は
神
幸
を
彩
り
、
田
楽
・
散
楽
・
如
法
な
ど
の
雑
芸
者
は
口
笛
や
手
打
ち
で
自
由
に
音
を
繰
り
出
し
、
鼓
笛
は
激
し
く
鳴
り
響
き
、
こ
う
し
た
芸
能
に
人
々
は
驚
嘆
し
た
と
あ
る
。
忠
宗
は
巫
女
に
つ
い
て
「
巫
女
丗
餘
人
」「
巫
女
之
輩
衣
装
飛
揚
」
と
記
し
、
多
数
の
巫
女
に
よ
る
華
麗
な
様
相
を
印
象
深
く
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
男
女
見
物
者
達
に
よ
り
、
河
は
小
舟
数
千
艘
が
着
岸
し
道
も
隙
間
の
な
い
ほ
ど
混
み
あ
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
　
宇
治
平
等
院
は
藤
原
道
長
所
縁
の
地
に
頼
道
が
建
立
し
た
寺
院
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
離
宮
と
は
、
宇
治
鎮
守
明
神
と
あ
る
よ
う
に
平
等
院
の
氏
神
と
し
て
宇
治
川
の
対
岸
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
り
、
藤
原
氏
家
が
代
々
に
わ
た
り
篤
い
崇
敬
を
施
し
て
い
る
。
特
に
藤
原
忠
実
は
宇
治
川
の
西
岸
に
別
業
「
富
家
」
を
造
営
し
、
忠
実
が
記
し
た
日
記
『
殿
暦
（
1（
（
』
に
は
忠
実
や
家
族
が
頻
繁
に
宇
治
の
地
を
訪
れ
る
様
子
や
、
忠
実
に
よ
る
神
馬
の
奉
納
（
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
（
八
月
廿
三
日
条
（、
田
楽
衣
装
の
沙
汰
、
競
馬
乗
尻
装
束
の
新
調
（
永
久
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
三
五
四
年
（
一
一
一
六
（
五
月
八
日
条
（
な
ど
宇
治
と
離
宮
、
お
よ
び
離
宮
祭
に
深
く
関
わ
る
記
録
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
　
離
宮
祭
が
い
つ
頃
か
ら
開
催
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、『
殿
暦
』
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
（
五
月
八
日
条
に
「
今
日
天
陰
雨
降
、
外
人
來
、
依
宇
治
離
宮
祭
、
御
幣
并
乗
尻
四
人
令
参
、
常
例
也
」
と
あ
る
。
こ
の
記
録
が
離
宮
祭
の
初
見
で
あ
る
が
、「
常
例
也
」
よ
り
こ
の
以
前
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
　
で
は
、
巫
女
の
参
列
は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
鎌
倉
後
期
に
公
卿
藤
原
兼
仲
が
記
し
た
日
記
『
勘
仲
記
』
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
（
五
月
八
日
条
に
、
殿
上
人
を
は
じ
め
諸
大
夫
な
ど
多
く
の
人
々
が
見
物
に
集
ま
っ
て
い
る
様
子
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
　
　
會
式
延
久
二
年
歟
定
下
云
々
、
行
列
次
第
、
　
　
先
長
者
殿
御
幣
、　　
　
　
　
次
北
殿
御
幣
、
自
富
家
殿
所
進
御
幣
云
々
、
　
　
次
神
馬
、
飾
随
身
、　
（
中
略
（
　
　
次
田
楽
、　　
　
　
　
　
　
　
次
左
方
童
競
馬
十
疋
　
　
次
右
方
、
同
競
馬
十
疋
、　　
次
左
方
競
馬
十
疋
　
　
（
中
略
（
　
　
御
神
輿
、　　
　
　
　
　
　
　
神
輿
三
基
、
　
　
神
主
、　
　
左
方
巫
女
、　　
右
方
巫
女
、
　
　
左
方
神
官
、
右
方
神
官
兼
仲
は
離
宮
祭
の
行
列
次
第
は
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
（
に
定
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
歴
史
の
古
さ
に
感
嘆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
離
宮
祭
が
こ
の
時
代
頃
よ
り
始
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
次
第
が
延
久
二
年
に
整
い
巫
女
も
参
列
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。『
殿
暦
』
の
離
宮
お
よ
び
離
宮
祭
に
関
す
る
記
録
は
、
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
（
八
月
廿
三
日
条
「
今
日
始
離
宮
の
社
ニ
立　
神
馬
・
乗
尻
等
、
乗
尻
四
人
」、
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
（
五
月
八
日
条
「
依
宇
治
離
宮
祭
、
御
幣
并
乗
尻
四
人
令
参
、
常
例
也
」、
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
（
五
月
八
日
条
「
宇
治
離
宮
祭
也
、
政
所
沙
汰
如
常
」、
天
永
三
年
（
一
一
一
二
（
五
月
八
日
条
「
今
日
宇
治
離
宮
祭
也
、
如
例
自
政
所
送
幣
、
随
身
四
人
乗
尻
」、
永
久
四
年
（
一
一
一
六
（
五
月
八
日
条
「
辰
剋
競
馬
乗
尻
装
束
新
調
分
給
」
と
あ
り
、
比
較
的
詳
し
く
そ
の
様
相
を
記
し
て
い
る
。
以
上
の
記
録
よ
り
忠
実
は
、
長
治
元
年
八
月
に
初
め
て
離
宮
を
訪
れ
神
馬
と
御
幣
を
奉
納
し
、
そ
の
後
毎
年
離
宮
祭
に
政
所
か
ら
の
送
幣
と
四
人
の
随
身
を
送
り
、
か
つ
永
久
四
年
に
は
競
馬
が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
永
久
四
年
の
記
録
に
は
神
幸
の
様
子
の
記
録
は
な
く
、
棧
敷
見
物
も
競
馬
見
物
の
み
の
可
能
性
が
高
く
、
こ
の
頃
は
未
だ
、『
中
右
記
』
お
よ
び
『
勘
仲
記
』
に
あ
る
よ
う
な
神
幸
の
隊
列
は
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
第
二
節　
藤
原
忠
実
と
白
河
院
　
で
は
、
い
つ
頃
か
ら
巫
女
や
田
楽
、
馬
長
等
の
参
列
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
宇
治
離
宮
祭
は
「
宇
治
邉
下
人
祭
之
」
や
「
宇
治
竝
眞
鼓
木
島
住
人
為
騎
馬
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宇
治
周
辺
の
百
姓
や
商
人
が
中
心
と
な
り
催
行
さ
れ
た
祭
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、『
殿
暦
』
の
記
録
や
離
宮
と
平
等
院
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
藤
原
氏
家
の
大
き
な
経
済
的
、
政
治
的
支
援
の
下
に
お
い
て
催
行
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
宇
治
離
宮
と
藤
原
氏
家
の
深
い
つ
な
が
り
に
つ
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
（
一
三
六
い
て
は
理
解
で
き
る
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
に
も
盛
大
で
華
麗
、
そ
し
て
多
く
の
巫
女
の
奉
仕
を
擁
し
た
神
幸
を
、
京
よ
り
離
れ
た
宇
治
の
地
で
催
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
必
要
性
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
と
し
て
残
る
。
　
『
殿
暦
』
の
著
者
藤
原
忠
実
は
白
河
法
皇
の
下
、
藤
原
氏
長
者
と
し
て
関
白
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
保
安
元
年
（
一
一
二
〇
（
一
一
月
十
二
日
、
白
河
法
皇
は
忠
実
の
内
覧
停
止
を
命
じ
る
。
内
覧
と
は
政
務
決
定
権
を
天
皇
と
共
有
す
る
意
味
を
持
ち
、
停
止
と
は
実
質
上
関
白
の
権
限
を
剥
奪
さ
れ
罷
免
さ
れ
た
に
等
し
い
と
い
う
。
内
覧
停
止
の
直
接
の
理
由
は
、
忠
実
が
娘
の
勲
子
を
白
河
法
皇
に
無
断
で
鳥
羽
天
皇
に
入
内
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
他
の
政
治
的
背
景
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
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（
。
　
内
覧
停
止
を
受
け
謹
慎
を
命
じ
ら
れ
た
忠
実
は
そ
の
後
別
宅
（
富
家
（
の
あ
っ
た
宇
治
に
籠
り
、
白
河
法
皇
が
天
治
四
年
（
一
一
二
九
（
に
崩
御
し
、
天
承
二
年
（
一
一
三
二
（
鳥
羽
上
皇
に
よ
り
再
び
内
覧
の
宣
旨
を
受
け
る
ま
で
の
十
数
年
を
過
ご
す
こ
と
と
な
る
。『
殿
暦
』
は
元
永
元
年
（
一
一
一
八
（
ま
で
の
記
録
し
か
な
く
、
こ
の
間
忠
実
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
振
り
で
白
河
法
皇
へ
の
想
い
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
藤
原
氏
家
と
し
て
受
け
継
い
だ
宇
治
殿
領
（
平
等
院
社
領
（
な
ど
広
大
な
所
領
か
ら
の
豊
か
な
財
力
と
、
重
責
を
離
れ
長
閑
と
い
う
べ
き
時
間
に
恵
ま
れ
た
忠
実
は
、
以
前
よ
り
力
を
注
い
で
い
た
宇
治
離
宮
祭
へ
の
関
心
と
関
与
を
一
層
強
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
荘
園
領
主
と
し
て
、
史
料
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
領
民
と
の
関
係
に
お
い
て
、
宇
治
離
宮
祭
を
祇
園
会
と
同
様
に
、
民
衆
、
す
な
わ
ち
領
民
支
配
の
具
と
す
る
目
的
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
宇
治
離
宮
祭
の
神
幸
に
は
前
述
の
よ
う
に
田
楽
、
散
楽
、
巫
女
、
馬
長
な
ど
が
参
列
し
祇
園
会
と
極
め
て
類
似
し
、
永
島
福
太
郎
氏
は
「
祇
園
御
霊
会
に
な
ら
っ
た
と
い
え
る
（
11
（
」
と
述
べ
て
い
る
。
祇
園
会
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
一
世
紀
前
後
よ
り
白
河
院
の
関
与
が
強
ま
り
、
天
治
元
年
（
一
一
二
四
（
に
新
た
な
段
階
を
む
か
え
、
馬
長
の
積
極
的
な
調
進
を
進
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
（
に
は
巫
女
や
種
女
が
見
え
、
五
味
氏
は
「
こ
う
し
て
院
に
よ
る
積
極
的
加
担
と
再
編
の
結
果
、「
金
銀
錦
繡
風
流
美
麗
不
可
記
尽
」「
天
下
過
差
不
可
勝
計
」「
過
差
無
極
」
と
い
わ
れ
る
程
に
、
祇
園
祭
は
華
麗
を
き
わ
め
る
に
い
た
っ
た
（
11
（
」
と
述
べ
て
い
る
。
忠
実
が
宇
治
に
籠
っ
て
い
る
時
期
と
祇
園
会
が
華
麗
に
な
る
時
期
と
は
明
ら
か
に
重
な
っ
て
い
る
。
史
料
に
は
見
え
ず
実
証
に
乏
し
い
が
、
忠
実
の
白
河
法
皇
に
対
す
る
義
憤
、
対
抗
心
が
宇
治
離
宮
祭
を
祇
園
会
に
優
る
と
も
劣
ら
ぬ
祭
礼
へ
と
進
化
さ
せ
た
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
の
は
無
謀
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
宇
治
離
宮
祭
に
巫
女
が
参
列
す
る
の
は
祇
園
会
に
巫
女
の
姿
が
明
ら
か
に
な
る
大
治
二
年
前
後
で
あ
り
、
祇
園
会
に
お
け
る
巫
女
の
様
相
に
強
く
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
華
麗
な
姿
と
し
て
『
中
右
記
』
の
宇
治
離
宮
祭
で
の
巫
女
の
姿
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
宇
治
離
宮
祭
に
つ
い
て
は
史
料
に
乏
し
く
推
論
を
重
ね
ざ
る
を
得
な
い
内
容
と
な
っ
た
。
巫
女
の
史
料
に
つ
い
て
も
見
当
た
ら
ず
、
彼
女
た
ち
の
出
自
や
そ
の
様
相
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
忠
実
と
宮
廷
と
の
関
係
か
ら
、
祇
園
社
と
同
様
に
朝
廷
祭
祀
・
神
事
に
詳
し
い
女
官
や
女
房
か
ら
の
出
身
者
で
あ
り
、
ま
た
離
宮
祭
が
農
村
地
域
の
祭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
若
い
民
間
巫
を
集
め
た
集
団
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
三
七
第
三
章　
春
日
若
宮
社
の
巫
女
第
一
節　
春
日
若
宮
お
ん
祭
　
『
中
右
記
』
や
『
山
槐
記
』
と
い
っ
た
日
記
な
ど
の
記
録
物
に
そ
の
姿
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
祭
礼
で
の
巫
女
の
記
録
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の
が
春
日
若
宮
社
の
『
若
宮
祭
禮
記
（
11
（
』（
以
下
、『
祭
礼
記
』
と
す
る
（
で
あ
る
。
春
日
若
宮
社
と
は
長
承
四
年
（
一
一
三
五
（
に
、
春
日
社
本
宮
か
ら
本
社
南
東
の
山
の
手
に
勧
請
さ
れ
た
神
社
で
あ
り
、
祭
礼
は
そ
の
翌
年
保
延
二
年
（
一
一
三
六
（
九
月
十
七
日
よ
り
開
始
さ
れ
、「
若
宮
お
ん
祭
」（
以
下
、
お
ん
祭
と
す
る
（
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
『
祭
礼
記
』
の
表
書
に
は
「
保
延
年
中
初
之
以
来
記
也
」
と
あ
り
、
当
初
か
ら
の
祭
礼
次
第
が
毎
年
記
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
開
始
日
の
保
延
二
年
の
記
録
は
準
備
段
階
を
含
め
、
そ
の
次
第
と
様
相
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
祇
園
会
や
宇
治
離
宮
祭
で
の
巫
女
の
記
録
は
神
幸
に
お
け
る
様
相
の
み
で
あ
る
が
、『
祭
礼
記
』
は
祭
礼
全
体
で
の
巫
女
の
役
割
や
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
巫
女
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
。『
祭
礼
記
』
に
お
け
る
巫
女
の
様
相
と
役
割
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
述
べ
る
と
し
て
、
今
節
で
は
春
日
若
宮
と
若
宮
お
ん
祭
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
　
春
日
若
宮
社
は
既
述
の
よ
う
に
長
承
四
年
に
勧
請
さ
れ
た
。
こ
れ
は
興
福
寺
の
僧
の
強
い
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
で
は
な
ぜ
興
福
寺
が
若
宮
社
を
新
た
に
勧
請
、
造
立
し
、
若
宮
お
ん
祭
を
一
年
足
ら
ず
で
挙
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
中
右
記
』
保
延
二
年
九
月
十
七
日
条
に
「
春
日
若
宮
始
祭
、
自
今
以
後
長
爲
式
日
之
由
被
仰
下
」
と
あ
り
、『
祭
礼
記
』
に
は
こ
の
記
録
を
受
け
「
関
白
長
者
殿
下
宣
□
□
保
延
二
年
也
」
と
あ
る
。
当
時
、
飢
饉
や
疫
病
の
流
行
が
み
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
、「
時
の
関
白
藤
原
忠
通
が
五
穀
豊
穣
、
国
民
安
寧
を
祈
っ
て
執
行
し
た
の
が
始
ま
り
」
が
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
通
説
に
対
し
安
田
次
郎
氏
は
、
お
ん
祭
の
催
行
は
当
時
の
大
和
国
支
配
に
関
す
る
朝
廷
と
興
福
寺
と
の
関
係
に
大
い
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
多
く
の
史
料
に
基
づ
き
立
証
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
院
政
期
に
入
り
、
興
福
寺
が
支
配
し
て
い
た
大
和
国
の
支
配
権
を
朝
廷
が
奪
還
せ
ん
と
し
た
動
き
が
活
発
に
な
り
、
こ
う
し
た
動
き
を
退
け
る
「
大
訴
」
の
成
就
を
若
宮
に
立
願
し
、
祭
礼
を
開
催
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
（
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（
。
　
安
田
氏
の
説
は
当
時
の
社
会
背
景
か
ら
考
え
る
な
ら
当
然
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
若
宮
勧
請
そ
の
も
の
が
お
ん
祭
催
行
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
お
ん
祭
は
「
大
訴
立
願
成
就
」
だ
け
で
は
な
く
、
興
福
寺
の
大
和
支
配
の
強
大
さ
を
朝
廷
に
示
す
強
力
な
示
威
行
動
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
領
民
支
配
強
化
を
目
的
と
し
た
側
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
安
田
氏
の
指
摘
に
あ
る
と
お
り
で
、
「
致
斎
」
は
地
域
を
祓
い
清
め
、
そ
の
地
が
若
宮
、
す
な
わ
ち
興
福
寺
の
聖
地
（
領
地
（
で
あ
る
こ
と
を
朝
廷
お
よ
び
領
民
に
宣
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
流
鏑
馬
も
領
民
の
参
入
を
利
権
条
件
の
下
に
行
っ
て
お
り
、
領
民
支
配
強
化
の
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。
そ
れ
故
に
、
お
ん
祭
は
若
宮
を
祀
り
若
宮
と
領
民
の
守
護
と
五
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
祭
礼
と
し
て
、
朝
廷
祭
儀
に
劣
ら
な
い
呪
術
性
と
、
公
祭
で
あ
る
春
日
祭
や
賀
茂
祭
、
京
中
随
一
盛
大
な
祇
園
会
を
し
の
ぐ
、
芸
能
性
と
娯
楽
性
に
富
ん
だ
祭
礼
と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
永
島
福
太
郎
氏
は
お
ん
祭
は
祭
次
第
の
類
似
性
、
お
よ
び
興
福
寺
と
藤
原
家
と
の
関
係
よ
り
、
宇
治
離
宮
祭
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
（
一
三
八
い
る
（
11
（
。
宇
治
離
宮
祭
が
既
述
の
と
お
り
藤
原
氏
家
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
ま
た
、
お
ん
祭
が
若
宮
創
建
か
ら
一
年
後
と
い
う
早
計
、
宇
治
離
宮
祭
、
お
ん
祭
共
に
地
域
領
民
の
参
入
に
よ
る
祭
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
永
島
氏
の
推
測
は
当
然
首
肯
さ
れ
る
。
若
宮
が
神
社
と
し
て
実
績
が
な
く
、
ま
し
て
祭
礼
と
し
て
も
な
ん
ら
歴
史
的
積
み
重
ね
の
な
い
お
ん
祭
が
こ
れ
ほ
ど
早
計
に
盛
大
に
催
行
で
き
た
の
は
、
興
福
寺
と
い
う
強
大
な
権
力
と
財
政
基
盤
が
あ
っ
て
の
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
宇
治
離
宮
祭
や
祇
園
会
の
存
在
、
す
な
わ
ち
模
倣
と
い
う
手
段
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
節　
若
宮
巫
女
の
存
在
　
で
は
、
こ
う
し
た
時
代
背
景
よ
り
創
建
さ
れ
た
若
宮
社
・
お
ん
祭
で
の
巫
女
（
以
下
、
若
宮
巫
女
と
す
る
（
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
世
若
宮
巫
女
に
つ
い
て
は
他
の
神
社
か
ら
比
べ
る
と
比
較
的
史
料
が
豊
富
で
あ
り
、
歴
史
学
や
民
俗
学
か
ら
だ
け
で
は
な
く
文
学
か
ら
の
研
究
も
な
さ
れ
、
組
織
体
制
や
託
宣
の
状
況
、
お
よ
び
神
楽
と
祈
祷
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
岩
田
勝
、
松
尾
恒
一
、
松
村
和
歌
子
（
11
（
な
ど
の
諸
氏
に
よ
り
多
く
の
知
見
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
　
岩
田
勝
氏
は
論
文
「
春
日
社
に
お
け
る
神
楽
祭
祀
と
そ
の
組
織
（
11
（
」
に
お
い
て
、
春
日
社
に
お
け
る
神
楽
祭
祀
の
特
徴
点
と
し
て
、
巫
女
は
春
日
社
の
本
社
で
あ
る
大
宮
の
社
殿
で
舞
う
こ
と
は
な
く
、
ま
た
公
祭
で
あ
る
春
日
祭
の
御
神
楽
は
近
衛
官
人
や
職
掌
人
に
よ
る
も
の
で
あ
り
巫
女
の
奉
仕
は
な
く
、
若
宮
創
建
の
長
承
四
年
（
一
一
三
五
（
以
降
に
、
若
宮
拝
殿
に
お
い
て
巫
女
や
神
楽
男
に
よ
っ
て
神
楽
が
お
こ
な
わ
れ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
大
宮
に
は
す
く
な
く
と
も
明
治
初
年
ま
で
は
（
若
宮
の
創
建
以
前
の
時
期
を
別
に
す
れ
ば
（、
常
住
す
る
巫
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
延
喜
二
十
年
（
九
二
〇
（、
宇
多
法
皇
春
日
社
行
幸
に
随
行
し
た
藤
原
忠
房
の
詠
（『
拾
遺
和
歌
集
』（
を
根
拠
に
、
春
日
本
社
に
は
「
巫
女
あ
る
い
は
八
乙
女
の
神
楽
舞
は
古
く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
史
料
が
見
出
せ
な
い
だ
け
で
あ
る
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。
岩
田
氏
の
こ
の
説
か
ら
考
え
る
な
ら
、
大
宮
の
巫
女
あ
る
い
は
八
乙
女
が
若
宮
の
遷
宮
に
よ
っ
て
若
宮
に
移
動
し
拝
殿
巫
女
と
な
っ
た
と
な
る
。
　
松
尾
恒
一
氏
は
岩
田
氏
と
同
じ
く
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
所
収
さ
れ
る
、
読
み
人
知
ら
ず
の
「
八
乙
女
の
立
つ
や
春
日
の
ふ
る
さ
と
に
」
や
、
忠
房
の
「
め
ず
ら
し
き
今
日
の
春
日
の
八
乙
女
を
神
も
う
れ
し
と
し
の
ば
ざ
ら
め
や
」
の
内
容
よ
り
、
こ
の
八
乙
女
や
、
ま
た
、
宮
廷
で
の
鎮
魂
祭
で
の
大
御
巫
に
大
和
国
の
出
身
者
が
い
る
こ
と
よ
り
、
拝
殿
巫
女
は
彼
女
た
ち
の
末
裔
で
あ
る
と
考
え
た
い
と
述
べ
つ
つ
、
両
者
の
間
の
空
白
の
長
さ
よ
り
変
遷
の
解
明
の
必
要
性
を
問
う
て
い
る
（
11
（
。
　
本
田
安
次
氏
も
先
の
両
氏
と
同
様
に
忠
房
の
詠
、
お
よ
び
本
社
舞
殿
が
貞
観
元
年
（
八
五
九
（
に
創
設
さ
れ
た
点
を
根
拠
に
、
春
日
の
巫
女
舞
は
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（
1（
（
。
　
で
は
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
あ
る
「
八
乙
女
」
は
拝
殿
巫
女
の
祖
先
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
春
日
本
宮
の
春
日
祭
に
は
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
六
（
の
み
斎
女
が
参
社
し
、『
貞
観
儀
式
』
に
は
そ
の
様
子
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
、
近
衛
隊
や
倍
従
な
ど
と
共
に
女
別
当
や
采
女
、
女
擩
、
童
女
が
馬
や
車
で
参
列
し
巡
行
を
華
や
か
に
彩
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
延
喜
式
』「
春
日
神
四
座
祭
」
に
は
「
物
忌
一
人
料
夾
纈
帛
三
丈
五
尺
。
羅
帶
一
條
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
斎
女
の
廃
立
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
三
九
と
と
も
に
当
然
で
は
あ
る
が
前
記
の
女
性
た
ち
の
存
在
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
加
瀬
直
哉
氏
は
こ
の
物
忌
は
童
女
で
あ
り
、
ま
つ
り
の
前
に
神
殿
内
を
掃
除
し
、
ま
つ
り
の
時
は
朝
廷
の
使
か
ら
受
け
た
幣
帛
を
神
殿
に
納
め
る
つ
と
め
が
あ
っ
た
と
解
説
し
て
い
る
（
11
（
。
童
女
で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、『
延
喜
式
』
の
記
録
よ
り
春
日
本
宮
に
古
代
よ
り
物
忌
と
い
う
女
性
の
神
職
者
が
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
職
掌
や
一
人
と
す
る
人
数
（
八
乙
女
は
大
人
数
の
娘
た
ち
を
意
味
し
、
ま
た
舞
女
が
一
人
と
は
考
え
難
い
（、
お
よ
び
忠
房
の
「
め
ず
ら
し
き
今
日
の
」
は
、
宇
多
法
皇
の
珍
し
い
御
幸
に
奉
仕
し
た
八
乙
女
の
姿
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
八
乙
女
の
常
駐
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
「
八
乙
女
」
を
若
宮
巫
女
と
繋
が
り
が
あ
る
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
舞
殿
に
つ
い
て
だ
が
、
舞
殿
が
創
設
さ
れ
た
貞
観
元
年
は
春
日
祭
が
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
り
直
会
殿
も
同
時
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。
春
日
祭
で
は
定
例
の
儀
礼
の
後
直
会
が
行
わ
れ
、
食
事
と
共
に
舞
楽
奏
者
に
よ
る
歌
舞
・
音
曲
が
催
さ
れ
こ
こ
で
の
歌
舞
は
舞
殿
に
て
行
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
舞
殿
は
春
日
祭
開
催
に
あ
た
っ
て
造
ら
れ
た
と
理
解
さ
れ
、
本
宮
に
舞
女
が
い
た
と
す
る
根
拠
と
は
成
り
難
い
。
　
御
神
楽
は
春
日
祭
や
賀
茂
祭
、
石
清
水
八
幡
臨
時
祭
な
ど
の
公
祭
に
お
い
て
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
春
日
社
に
お
い
て
定
期
的
に
行
わ
れ
る
の
は
「
中
臣
祐
賢
春
日
御
社
縁
起
注
進
文
（
11
（
」（
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
（
三
月
十
五
日
付
（
に
「
保
安
二
年
十
月
九
日
、
関
白
殿
下
毎
月
三
旬
御
供
始
被
奉
備
進
之
、
同
三
年
三
月
十
四
日
、
始
被
始
御
神
楽
了
」
と
あ
り
、
保
安
三
年
（
一
一
二
二
（
に
保
安
二
年
の
鳥
羽
院
の
御
供
に
続
き
開
始
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
　
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
（
に
撰
進
さ
れ
た
「
濫
觴
記
（
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（
」
に
は
、「
神
楽
所
始　
人
皇
七
十
五
代
崇
徳
院
御
宇
長
承
四
年
乙
卯
二
月
始
而
造
立
之
、
同
巫
女
始
而
祇
候
之
」
と
あ
り
、
神
楽
所
は
若
宮
遷
宮
時
に
開
所
さ
れ
、
巫
女
も
同
時
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
内
容
は
先
の
「
注
進
文
」
に
は
無
く
、
ま
た
「
濫
觴
記
」
の
内
容
は
故
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
他
史
料
と
の
対
校
が
必
要
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
巫
女
は
神
楽
所
の
造
立
に
伴
い
奉
仕
が
始
ま
っ
た
と
し
た
認
識
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
本
宮
に
て
八
乙
女
な
ど
に
よ
る
歌
舞
が
行
わ
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
神
前
で
女
性
に
よ
る
歌
舞
、
神
楽
が
行
わ
れ
る
の
は
中
本
真
人
氏
に
よ
る
石
清
水
八
幡
宮
の
例
か
ら
も
、
宮
廷
神
事
が
大
神
社
に
移
行
、
伝
播
す
る
十
二
世
紀
以
降
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
物
忌
の
職
掌
か
ら
も
本
宮
に
神
楽
、
歌
舞
を
奏
す
る
女
性
神
職
者
が
存
在
し
た
と
は
考
え
難
く
、
ま
た
、
た
と
え
本
宮
に
神
楽
を
奉
仕
す
る
八
乙
女
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
八
乙
女
が
若
宮
遷
宮
に
伴
い
神
楽
所
に
移
っ
て
奉
仕
す
る
必
要
性
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
三
節　
若
宮
巫
女
の
出
自
　
本
宮
か
ら
の
移
動
で
な
け
れ
ば
若
宮
巫
女
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
節
で
は
彼
女
た
ち
の
呪
術
性
と
職
掌
に
つ
い
て
検
証
し
、
彼
女
た
ち
の
出
自
の
追
究
を
試
み
る
。
　
若
宮
巫
女
が
拝
殿
に
て
神
楽
や
白
拍
子
も
舞
う
芸
能
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
貴
族
や
僧
の
動
向
を
託
宣
に
よ
っ
て
指
し
示
し
、
祈
祷
神
楽
を
も
行
う
呪
術
的
宗
教
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
史
料
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
な
い
先
行
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
11
（
。
　
先
ず
、
呪
術
性
の
検
討
で
あ
る
が
、
先
の
『
祭
礼
記
』
の
記
述
を
時
系
列
で
確
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
（
一
四
〇
認
す
る
と
保
延
二
年　

惣
一
辰
市
勾
當
巠
保
延
三
年
次
巠　
保
延
四
年
次
巠　
保
延
五
年
次
巠
女　
保
延
六
年
次
巠
女　
永
治
元
年
次
巠
（「
巠
」
は
「
巫
」
の
異
体
字
で
あ
る
（
と
な
り
、『
祭
礼
記
』
で
は
巫
女
と
巫
の
表
現
が
同
様
に
使
わ
れ
て
お
り
、
若
宮
神
主
記
録
に
も
「
巫
」
と
の
表
記
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
巫
女
は
「
巫
」
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
古
代
か
ら
「
巫
」
を
冠
す
る
名
称
は
「
巫
蠱
」
を
想
起
さ
れ
極
め
て
忌
避
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
巫
女
」
と
さ
れ
た
の
か
。
考
え
ら
れ
る
一
つ
は
、
先
に
松
尾
恒
一
氏
が
推
測
し
、
祇
園
社
巫
女
に
つ
い
て
も
論
じ
た
よ
う
に
、
祭
祀
に
お
け
る
宮
廷
御
巫
の
代
理
的
存
在
と
し
て
の
「
巫
女
」
で
あ
る
。
お
ん
祭
に
お
け
る
巫
女
の
神
遊
は
正
に
御
巫
の
姿
を
彷
彿
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
御
巫
の
「
御
」
は
「
天
皇
の
」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
御
」
を
除
い
た
「
巫
」
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
祭
礼
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
巫
女
の
祭
祀
で
の
役
割
か
ら
検
証
し
て
い
き
た
い
。
　
お
ん
祭
が
始
め
ら
れ
た
保
延
二
年
九
月
十
七
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
同
十
七
日
寅
時
、
令
社
司
等
皆
一
冠
、
参
詣
御
寶
前
祝
申
、
祐
房
於
、
正
躰
御
榊
御
鏡
一
面
付
進
、
奉
下
時
乱
聲
、
社
司
・
神
人
左
右
並
於
歩
行
至
于
旅
所
、
参
付
乱
聲
、
入
参
御
寶
殿
内
時
、
為
祐
房
役
奉
御
神
安
居
、
令
御
前
巠
共
候
遊
、
後
社
司
等
各
社
頭
宿
所
還
付
　
次
に
具
体
的
な
開
催
毎
の
祭
の
次
第
・
様
相
が
記
さ
れ
て
い
る
。
抑
十
六
日
、
自
夜
亥
時
雨
降
、
同
十
七
以
寅
時
旅
所
□
□
御
問
雨
蹔
正
、
御
共
供
奉
人
々
左
右
（
正
預
兼
若
宮
神
（
（
中
略
（
惣
一
辰
一
勾
當
・
三
橋
巠
等
御
共
、
各
歩
行
□
□
降
而
自
午
時
御
祭
尅
雨
止
天
晴
、
仍
先
乱
聲
、
次
御
供
押
敷
、
次
奉
備
六
基
御
供
精
進
物
、
次
巠
等
左
右
並
立
、
次
桙
振
、
次
祝
申
祐
房
　
『
祭
礼
記
』
は
若
宮
お
ん
祭
の
参
加
者
と
神
幸
で
の
順
列
、
役
割
な
ど
祭
祀
次
第
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
巫
女
に
関
す
る
記
録
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
「
令
御
前
巠
共
候
遊
」
で
あ
る
。
巫
女
た
ち
が
御
旅
所
の
御
神
前
で
「
遊
」
を
奉
納
し
た
と
あ
る
。「
遊
」
は
神
前
で
の
行
為
で
あ
り
「
神
遊
」
と
理
解
さ
れ
る
が
、『
江
家
次
第
』「
鎮
魂
祭
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
次
神
祇
・
雅
楽
神
楽
　
　
次
御
巫
衝
宇
氣
、
神
琴
師
弾
和
琴
衝
宇
氣
、
神
遊
儀
也
　
こ
の
記
録
に
つ
い
て
本
田
安
次
氏
は
、「
神
遊
」
は
廣
義
に
は
鎮
魂
祭
の
最
も
大
切
な
呪
術
的
部
分
」
で
あ
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
神
楽
の
原
初
的
な
意
味
を
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
11
（
。
し
か
し
「
鎮
魂
祭
」
で
は
直
前
に
雅
楽
神
楽
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
神
遊
」
は
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。「
鎮
魂
祭
」
は
タ
マ
フ
リ
（
魂
を
振
り
動
か
し
呼
び
覚
ま
す
（
と
タ
マ
シ
ヅ
メ
（
遊
離
し
た
魂
を
招
き
返
す
（
の
鎮
魂
呪
法
を
以
て
天
皇
の
身
体
守
護
を
行
う
祭
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
神
遊
」
の
意
味
か
ら
考
え
る
な
ら
、
お
ん
祭
で
の
「
神
遊
」
は
若
宮
神
の
魂
を
慰
め
神
体
守
護
を
祈
願
す
る
歌
舞
の
奉
納
、
す
な
わ
ち
巫
女
た
ち
は
御
旅
所
に
お
い
て
、
若
宮
神
を
歌
舞
に
よ
っ
て
慰
撫
し
守
護
と
繁
栄
を
祈
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
お
ん
祭
で
の
巫
女
の
役
割
は
「
鎮
魂
祭
」
に
お
け
る
御
巫
の
役
割
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
こ
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
四
一
れ
ら
を
考
え
る
と
、
若
宮
巫
女
に
は
御
巫
の
経
験
者
、
あ
る
い
は
宮
廷
祭
儀
に
関
与
し
祭
儀
次
第
に
熟
知
し
た
人
物
が
い
た
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
同
時
に
お
ん
祭
は
地
域
祭
と
し
て
、
領
地
領
民
を
飢
饉
や
風
水
害
、
疫
病
を
起
こ
す
と
さ
れ
た
悪
霊
か
ら
守
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
お
ん
祭
り
は
若
宮
守
護
だ
け
で
は
な
く
、
百
姓
、
民
間
の
民
を
守
る
ま
つ
り
で
あ
り
、
神
霊
と
の
交
流
が
行
え
る
と
さ
れ
る
巫
女
の
存
在
は
、
朝
廷
祭
儀
の
模
擬
的
執
行
と
と
も
に
民
衆
の
守
護
に
と
っ
て
も
重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
こ
う
し
た
側
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
民
間
の
巫
覡
集
団
か
ら
の
参
入
の
可
能
性
で
あ
る
。
若
宮
二
代
目
神
主
で
あ
る
中
臣
祐
重
の
日
記
（
11
（
、
養
和
二
年
（
一
一
八
二
（
正
月
廿
四
日
条
に
は
「
又
當
番
巫
女
全
無
欤
」
の
後
、
行
を
別
と
し
て
だ
が
、「
巫
番
八
人
也
、
今
年
男
二
人
也
、
一
人
鳥
飼
友
久
、
□
□
宗
國
」
と
あ
る
。
こ
の
記
録
よ
り
「
巫
」
組
織
は
巫
女
だ
け
で
は
な
く
男
巫
も
存
在
し
、
彼
ら
は
神
楽
男
と
し
て
太
鼓
や
笛
な
ど
楽
を
担
当
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
「
鳥
飼
友
久
」
と
見
え
る
こ
と
よ
り
鳥
飼
等
の
他
の
類
の
呪
術
的
芸
能
者
、
す
な
わ
ち
巫
覡
集
団
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
　
古
代
巫
覡
集
団
が
芸
能
に
秀
で
て
い
た
こ
と
は
多
く
の
識
者
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
中
期
の
『
新
猿
楽
記
』
に
描
か
れ
た
覡
女
（
か
ん
な
ぎ
（
は
「
占
・
神
遊
・
寄
絃
・
口
寄
上
手
ナ
リ
。
舞
ノ
袖
ハ
飄
颻
ト
シ
テ
、
仙
人
ノ
遊
ブ
ガ
如
シ
。
歌
ノ
声
ハ
和
雅
ニ
シ
テ
、
頻
鳥
ノ
如
シ
」
と
あ
り
、
占
い
や
口
寄
の
み
な
ら
ず
、
踊
り
や
歌
に
も
優
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
十
二
世
紀
末
に
後
白
河
法
皇
が
編
ん
だ
『
梁
塵
秘
鈔
』
に
は
、「
咒
師
の
小
咒
師
の
肩
踊
り
、
巫
は
博
多
の
男
巫
」
と
あ
り
、
男
巫
も
芸
能
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
当
時
の
興
福
寺
、
春
日
社
お
よ
び
藤
原
摂
関
家
の
政
治
的
社
会
的
影
響
力
を
考
え
る
な
ら
、
御
巫
や
女
官
・
女
房
経
験
者
お
よ
び
巫
覡
、
双
方
の
参
入
が
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
御
巫
の
多
く
が
民
間
か
ら
の
任
用
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
巫
女
も
口
寄
や
歌
舞
の
優
れ
た
民
間
巫
覡
か
ら
の
採
用
が
あ
っ
た
と
見
る
の
は
全
く
の
的
外
れ
で
は
な
い
。
大
和
国
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
御
巫
の
任
用
、『
続
日
本
紀
』
大
平
勝
寶
四
年
（
七
五
二
（
八
月
条
で
の
平
城
京
巫
覡
十
七
人
の
遠
流
、
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
（
二
月
十
日
条
に
あ
る
平
城
松
井
坊
の
女
巫
な
ど
、
巫
覡
に
関
す
る
記
録
が
多
い
。
大
和
は
古
代
よ
り
そ
の
歴
史
過
程
に
お
い
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
故
に
、
政
治
的
手
段
と
し
て
呪
術
的
影
響
力
が
強
大
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
　
以
上
、
春
日
若
宮
巫
女
の
出
自
に
つ
い
て
、
春
日
社
本
宮
で
の
女
性
神
職
者
の
在
り
様
と
、
若
宮
巫
女
の
祭
礼
上
の
役
割
か
ら
検
証
を
試
み
た
。
史
料
集
積
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
本
稿
で
の
若
宮
巫
女
の
存
立
過
程
は
、
祇
園
社
巫
女
と
同
様
に
、「
巫
女
」
の
「
現
出
」
を
考
え
る
上
で
重
要
な
内
容
を
包
含
し
、
今
後
の
「
巫
女
」
と
は
何
か
を
論
じ
る
に
あ
た
り
一
つ
の
糸
口
と
な
る
と
考
え
る
。
お
わ
り
に
　
本
稿
は
「
巫
女
」
と
は
何
か
」
を
課
題
と
し
、
祭
礼
神
幸
に
表
れ
る
巫
女
の
周
辺
状
況
か
ら
論
究
を
試
み
た
が
、
そ
の
結
果
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
る
。
①
巫
女
と
は
、
白
河
院
政
期
に
宮
廷
神
事
の
神
社
移
行
に
伴
い
、
宮
廷
神
事
の
呪
術
的
女
性
神
職
者
で
あ
る
御
巫
的
役
割
を
担
う
存
在
と
し
て
神
社
に
奉
仕
し
た
女
性
で
あ
る
。
そ
の
出
自
は
宮
廷
で
の
女
官
や
女
房
、
妓
女
な
ど
の
経
験
者
で
あ
祭
礼
神
幸
と
巫
女
の
現
出
（
堀
岡
喜
美
子
（
一
四
二
り
、
ま
た
民
間
の
巫
覡
か
ら
の
任
用
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
彼
女
た
ち
の
役
割
は
神
事
で
の
御
巫
的
役
割
と
し
て
神
遊
・
神
楽
を
奏
す
る
こ
と
を
主
と
し
た
が
、
呪
術
的
宗
教
者
と
し
て
託
宣
な
ど
呪
術
的
行
為
を
行
う
者
も
い
た
。
②
祭
礼
神
幸
で
の
巫
女
現
出
は
十
二
世
紀
初
頭
の
祇
園
会
を
端
緒
と
し
、
宇
治
離
宮
祭
、
春
日
若
宮
お
ん
祭
へ
、
ま
た
他
の
朝
廷
と
摂
関
家
に
所
縁
の
深
い
神
社
へ
伝
播
し
、
そ
の
姿
は
多
く
の
人
々
の
眼
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
彼
女
た
ち
の
役
割
は
、
美
麗
で
風
流
な
神
秘
的
女
性
呪
術
者
と
し
て
神
幸
を
彩
り
、
祭
礼
神
幸
が
内
包
す
る
、
当
時
の
院
政
政
治
に
お
け
る
荘
園
制
度
の
変
革
に
伴
う
諸
矛
盾
等
に
対
す
る
民
衆
の
反
体
制
感
情
、
行
動
発
動
を
緩
和
、
抑
制
し
、
か
つ
祭
礼
神
幸
の
持
つ
社
会
全
般
の
カ
タ
ル
シ
ス
役
割
を
よ
り
一
層
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
　
以
上
、
本
稿
は
、「
巫
女
」
と
は
柳
田
が
提
起
し
た
二
種
の
分
類
の
「
其
の
一
」「
大
な
る
神
社
に
附
属
し
、
例
祭
の
節
は
必
ず
神
幸
の
列
に
加
わ
る
」
ミ
コ
、
す
な
わ
ち
「
神
社
ミ
コ
」
で
あ
り
、
院
政
期
に
「
巫
女
（
ミ
コ
（」
と
し
て
「
誕
生
」、
現
出
し
た
可
能
性
を
導
き
だ
し
た
。
そ
し
て
巫
女
の
存
在
は
、
祭
礼
神
幸
を
通
し
世
間
一
般
に
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
代
か
ら
の
巫
覡
と
相
俟
っ
て
、「
ミ
コ
」
と
し
て
柳
田
が
「
巫
女
考
」
で
論
じ
、
現
在
多
く
の
研
究
実
績
に
あ
る
豊
か
で
多
様
な
ミ
コ
文
化
を
醸
成
し
た
と
考
え
る
。
　
本
稿
の
内
容
に
は
今
後
の
検
証
が
待
た
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
ミ
コ
研
究
や
女
性
史
に
お
い
て
は
、
呪
術
的
能
力
を
有
し
た
女
性
全
般
を
「
巫
女
」
と
す
る
捉
え
方
や
表
現
に
は
修
正
を
要
す
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
「
神
社
ミ
コ
」
を
「
巫
女
」
と
し
、
そ
の
他
の
「
ミ
コ
」
と
の
相
違
を
理
解
し
表
現
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
ミ
コ
研
究
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
　
本
稿
は
「
巫
女
」
と
は
何
か
」
を
問
う
端
緒
で
あ
り
、
巫
女
の
現
出
や
出
自
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
巫
女
と
民
間
巫
覡
（
ミ
コ
（
と
の
関
係
な
ど
、
さ
ら
に
幅
広
い
意
見
交
換
、
議
論
、
検
証
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
諸
先
輩
方
か
ら
の
御
批
判
、
御
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
〔
注
〕
（
（
（『
郷
土
研
究
』
は
大
正
二
年
三
月
に
柳
田
國
男
等
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
で
、「
巫
女
考
」
は
一
巻
一
号
よ
り
十
二
号
ま
で
、
川
村
香
樹
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
連
載
さ
れ
た
。
（
（
（
溝
口
睦
子
は
「
巫
女
」
の
語
は
、
現
在
き
わ
め
て
頻
繁
に
意
味
が
曖
昧
な
ま
ま
安
易
に
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
。」
（『
王
権
神
話
の
二
元
構
造
─
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
と
ア
マ
テ
ラ
ス
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
二
四
頁
（
と
述
べ
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
（
（
（
小
平
美
香
『
女
性
神
職
の
近
代
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
（
六
～
七
頁
。
（
（
（『
中
右
記
』
は
藤
原
宗
忠
の
日
記
で
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
（
～
保
延
四
年
（
一
一
三
八
（
の
記
録
が
あ
る
。
本
稿
引
用
は
『
増
補
史
料
大
成　
中
右
記　
第
九
巻
～
十
五
巻
』（
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
年
（
を
出
典
と
す
る
（
（
（
脇
田
晴
子
『
中
世
京
都
と
祇
園
祭　
疫
神
と
都
市
の
生
活
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
（、
福
原
敏
夫
『
祭
礼
文
化
史
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
参
照
（
な
ど
参
照
。
（
（
（
五
味
文
彦
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
（
三
五
六
頁
。
（
（
（
脇
田
晴
子
（
注
（
（
前
掲
書
、
四
三
頁
。
（
（
（
戸
田
芳
実
『
初
期
中
世
社
会
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
（
二
二
九
頁
。
（
（
（
五
味
文
彦
（
注
（
（
前
掲
書
、
三
六
〇
頁
。
（
（0
（『
京
都
市
の
歴
史
（　
中
世
の
明
暗
』
所
収
、
第
一
章
第
二
節
「
院
政
と
院
庁
」。
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
四
三
（
（（
（
祇
園
社
関
連
史
料
は
翻
刻
史
料
と
し
て
多
数
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
『
増
補
續
史
料
大
成　
八
坂
神
社
記
録
一
～
四
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
一
年
（
を
出
典
と
す
る
。
（
（（
（
前
掲
（
注
（（
（『
八
坂
神
社
記
録
三
』「
祇
園
社
記
第
一
」。
（
（（
（
脇
田
晴
子
（
注
（
（
前
掲
書
、
一
一
七
頁
。
（
（（
（
西
口
順
子
『
女
の
力
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
（、
一
〇
六
頁
。
（
（（
（
中
本
真
人
『
宮
廷
御
神
楽
芸
能
史
』（
新
典
社
、
二
〇
一
三
年
（。
（
（（
（
美
川
圭
「
法
勝
寺
の
建
立
」（『
白
河
法
皇　
中
世
を
ひ
ら
い
た
帝
王
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
三
年
（
二
〇
四
～
二
〇
七
頁
。
（
（（
（
前
掲
（
注
（（
（
同
、「
白
河
院
」。
（
（（
（
前
掲
（
注
（（
（『
八
坂
神
社
記
録
一
』「
社
家
記
録
三
」。
（
（（
（
前
掲
（
注
（（
（『
八
坂
神
社
記
録
三
』「
祇
園
社
記　
第
九
」。
（
（0
（
脇
田
晴
子
（
注
（
（
前
掲
書
、
一
四
五
～
一
四
六
頁
。
（
（（
（
本
稿
の
引
用
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録　
殿
暦
一
～
五
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
（
を
出
典
と
す
る
。
（
（（
（
美
川
圭
「
忠
実
の
罷
免
」（
注
（（
（
前
掲
書
、
七
三
～
七
四
頁
。
（
（（
（
永
島
福
太
郎
他
著
『
祈
り
の
舞　
春
日
若
宮
お
ん
祭
』（
東
方
出
版
、
一
九
九
一
年
（
二
八
頁
。
（
（（
（
五
味
文
彦
（
注
（
（
前
掲
書
、
三
五
七
頁
。
（
（（
（
本
稿
で
は
『
神
道
大
系　
神
社
編　
春
日
』（
永
島
福
太
郎
校
注
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
（
所
収
の
『
若
宮
祭
禮
記
』
を
出
典
と
す
る
。
（
（（
（
安
田
次
郎
『
中
世
の
興
福
寺
と
大
和
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
（
第
一
章
第
一
節
お
ん
祭
り
の
創
始
。
（
（（
（
永
島
福
太
郎
「
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
歴
史
」（
注
（（
（
前
掲
書
。
（
（（
（
岩
田
勝
「
春
日
社
に
お
け
る
神
楽
祭
祀
と
そ
の
組
織
」（『
民
俗
芸
能
研
究
』
第
一
三
号
、
一
九
九
一
年
（、
松
尾
恒
一
「
中
世
、
春
日
社
神
人
の
芸
能
」（
橋
本
政
宣
・
山
本
信
吉
編
『
神
主
と
神
人
の
社
会
史
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
（、
松
村
和
歌
子
「
宗
教
者
と
し
て
の
中
世
の
春
日
巫
女
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告　
第
一
四
二
集
』、
二
〇
〇
八
年
（
な
ど
。
（
（（
（
岩
田
勝
（
注
（（
（
論
文
。
（
（0
（
松
尾
恒
一
（
注
（（
（
論
文
、
九
七
頁
。
（
（（
（
本
田
安
次
『
本
田
安
次
著
作
集　
第
一
巻　
神
楽
（
』（
錦
正
社
、
一
九
九
三
年
（
三
一
頁
。
（
（（
（
加
瀬
直
哉
『
古
代
の
神
社
と
神
職　
神
を
ま
つ
る
人
び
と
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
（
二
〇
一
頁
。
（
（（
（「
中
臣
祐
賢
春
日
御
社
縁
起
注
進
文
」（
注
（（
（『
神
道
大
系　
神
社
編　
春
日
』
所
収
。
（
（（
（「
濫
觴
記
」（
注
（（
（
同
前
書
所
収
。
（
（（
（
松
村
和
歌
子
「
春
日
社
社
伝
神
楽
の
実
像
」『
奈
良
学
研
究
』
第
三
号
（
手
塚
山
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
（
な
ど
に
詳
し
い
。
（
（（
（
本
田
安
次
（
注
（（
（
前
掲
書
、
二
六
七
頁
。
（
（（
（「
中
臣
祐
重
記
」『
増
補
續
史
料
大
成　
春
日
社
記
録
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
三
年
（。（
ほ
り
お
か　
き
み
こ　
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
（
（
指
導
教
員
：
八
木　
透　
教
授
（
二
〇
一
九
年
九
月
二
十
七
日
受
理
